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緒 言

糖尿病 の疫学 には有病率 より接近す る方法 と死亡

率 よ り接近す る方法が ある0前 者には調査方法,検

査手技等の問題1)があ り,後者には診断書の記載方法,

医療水準,検 査 の問題等2)があるが,死亡統 計には全

国規模の届出が発生毎 に行 われてい る利点があ り,

しば しば疫学的研究 に用い られ る,

糖尿病 の死亡には地 域集 積性が認め られ,文 化3),

民力度, 1人 当 り病床数, 1人 当 り医師数 との関係')

等が報告 され ている.し か し,わ が国の糖尿病死亡

の地域集積性 と有病率,食 物摂取,栄 養等 との関係

につ いての検討 は少 ない.そ こで今 回は地域住民の

栄養摂取 と関係 があ ると思 われ る学童,生 徒の平均

体重 と糖尿病死 亡率 の関係 について検討 を試みた

研 究 方 法

1) 訂正死亡率の計算

1969年5), 1970年6), 1971年7)の都道府県別･性 別糖

尿病死亡数 を人口動態 統計よ り求め,都 道府県別 ・

に性別 ・年齢階級別人口及び全国の性別人 口は1970年

の国勢調査8)によ り求 めた.糖尿病死 亡率は単年では

変動が大 きいので, 3年 間の死亡数 と1970年 の国勢

調査人口によ り算出 した. 1969-71年 の都道府県別･

性別糖尿病 訂正死亡率 は1970年 の全 国性別人口を標

準 とし,次 式によ る間接法 で算出 した.

間接法による算出式(M1M)

Ds:標 準人口の総死亡数

Du:U地 域 の総死亡数

Ps:標 準人 口の総数

Pu:U地 域の人口の総数

Msa:標 準人口のa階 層の死亡率

Pua:U地 域のa階 層の人口

1953-57年, 1958-62年 及び1963-67年 の都道府

県別 ・性別糖尿病訂正死 亡率については東北大学 の

資料9)を用い た.

2) 学童,生 徒の体重

都道府県別 ・性 別.年 齢別平均体重 は1959年 の学
ロ に

校衛生統計10)及び1968年 の学校保健統 計 を用い,こ

の うち全国的 に同年齢で多数調査 されてい る17歳,

 12歳 及び8歳 の平均体重 を使用 した.

研 究 結 果

1) 都道府県別死亡率

表1に み られ る如 く, 1969-71年 の糖尿病 粗死亡

率 は男の場合高知県,滋 賀県,徳 島県,鳥 取 県,島

根 県,石 川県等が特に高 く,埼 玉県,神 奈川県等が

特に低か った.女 の場合滋賀県,奈 良県,徳 島県,

三重県,高 知県等 が特に高 く,埼 玉県,神 奈川県等

が特に低か った.

1969-71年 の糖尿病訂正死亡率は男の場 合滋賀県,

石川県,高 知県等が特 に高 く,宮 崎県,栃 木県が特

に低かった.女 の場合滋賀県,奈 良県,石 川県等 が

特に高 く,山 梨県,佐 賀県,栃 木県等 が特 に低か っ

たに

2) 訂正死亡率 の年次 間相関

1969-71年 の都道府県別 ・性別糖尿病訂 正死 亡率

と1963-67年, 1958-62年 及 び1953-57年 の糖尿病

訂正死亡率 との相関,1963-67年 の糖尿病訂正死亡

率 と1958-62年 及 び1953-57年 の糖尿病訂正死亡率

との相関はいず れ も有意(P<0.01)で あった(表

2参 照).年 次が近接 してい る時は相関が強 く,年
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Table 1. Crude death rates and age-adjusted  death rates of diabetes mellitus of each  prefecture
 in the triennial periods of 1969-71  (Per 100,000 population)

Adjusted on the basis of the age distribution of sex-specific population in 1970
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次が離れ ている時は相関が弱 い傾向 であ った.

Table 2. Correlations of age-adjusted death 

 rates of diabetes mellitus between 

different  periods

P<0.01 in case of r>0.376

3) 訂正死亡率の男女の相 関

1969-71年 の都道府県別 ・性別糖尿病訂正死亡率

の男女 の相関(r=0.716)は 有意(P<0.01)で あ

つた.

4) 学童 ・生徒の体重の年次間,年 齢間及 び男女間

相関

1968年 における都道府県別 ・性別 ・年齢別平均体

重 につ いて, 17歳 と12歳及 び8歳 との相関は男女 と

も有意(P<0.01)で あった(表3参 照). 1959年

における都道府県別 ・性別 ・年齢別平均体重 につい

て, 17歳 と12歳及 び8歳 との相関は,女 の場合の17

歳 と8歳 との相関は有意 でなか ったが)そ の他の場

合はいずれ も有意 であった(表3参 照).

Table 3. Correlations of body weights 

between ages

**P<0.01

*P<0.05

17歳, 12歳 及 び8歳 の 都 道 府県 別 ・性 別平 均 体 重

に つ いて, 1968年 と1959年 の相 関 は 男女 と も有意(P

<0.01)で あ った(表4参 照).

1959年 の8歳 と1968年 の17歳 の平 均 体 重 の相 関 は

男女 と も有 意(P<0.01)で あ った(表4参 照).

都 道 府 県 別 ・性 別 ・年 齢 別 平 均体 重 の 男 女 の相 関

は いず れ の 年 次 も有 意(P<0.01)で あ っ た(表5

参照).

5) 訂 正 死 亡 率 と平 均 体 重 の相 関

Table 4. Correlations of body weights 

between periods

The figures in the parentheses indicate ages 

in years 

P<0.01 in case of r>0.376 

Table 5.  Correlations of body weights 

between male and female

P<0.01in case of r>0.376

1969-71年 の都道府県別.性 別糖尿病訂正死亡率

と1968年 における平均体重 との相関は男女 とも17歳

及び12歳 では有意 であったが, 8歳 では女 の場 合の

み有意 であった(表6参 照). 1969-71年 の都道 府

県別 ・性別糖尿病訂正死亡率 と1959年 におけ る平 均

体重 との相関は男女 ともに12歳 及 び8歳 では有意 で

あ ったが, 17歳では男の場合のみ有意であ った.

Table 6. Correlations between age-adjusted 

 death rates (1969-71) and body weights

**P<0.01

*P<O.05



112　 角南 重夫 ・岡本 正 ・安永加代子 ・緒方 正 名

考 案

1969-71年 の都道府県別 ・性別糖尿病死亡率に,

高率県 と低率 県がみ られたので,訂 正死亡率 によっ

て年齢補正 を加 えたが,都 道府県 による差 が認め ら

れた。そこでこの様な差が一時的 な ものか否か調べ

るため,訂 正死亡率の年次間相関 を求めたが有意で

あ り,糖 尿病死亡 に地域集積性 がみ られた.

1969-71年 の都道府県別 ・性別糖尿病訂正死亡率

の男女 の相 関は,栗 原の成績4)より僅 に弱いが,有 意

の相関を認 め,糖 尿病死亡の地域集積性は男女類似

してい ることを認 めた.

糖尿病死亡率 は診断の問題 と有病率 が関係す ると

思われ るが,診 断 は医療の問題であ り,糖 尿病死亡

と医療問題 についてはす でに栗原 ら4)によって報告

されてい る.即 ち,女 の都道府県別訂正死亡率 と1

人 当 り病床数の間,及 び男の都道府県別訂正死亡率

と1人 当 り医師数 の間に有意の順相関を認めてお り,

糖尿病死亡の地域集積性 に医療問題の関与 を指摘 し

ている.他 方,糖 尿病死亡率は有病率 に も影響受け

るので,糖 尿病死亡 の地域集積性には有病率の関与

も考 え られ る.糖 尿病 の発生 には遺伝, 12), 13). 14)栄養, 14),

 15), 16), 17),肥満, 14), 16), 17)等が原因又は誘因 となるので,こ

れ らが糖尿病の有病,ひ いては死亡の地域集積性に

関係 する と思われ る.と ころで,地 域における遺伝,

栄養,肥 満 の状況は学童,生 徒 の体重にある程度反

映 され ると思われ るので,糖 尿病死亡率 と学童 ・生

徒の平均体重の関係 を調べた.

 1969-71年 の都道府県別 ・性別糖尿病訂正死亡率

と1968年 の学童,生 徒の平均体 重との相関は, 8歳

の男の場合 を除 き全て有意であ った.と ころで,体

重の分布は正確 には正規分布ではな く,僅 かに+に

skewnessが18)認 め られ るが,平 均の分布 は元の測定

値の分布が正規 でな くて も,多 くの場合かな り近 く

なる剛とされてい るので,正 規分布す ると仮定 した

平均値 を用いて相関係数 を求めた.有 意性検定は相

関係数 も一次回帰項の分散分析の場合 も同じF検 定

式に よるので同 じ結果 とな る・

1969.71年 の 都道府県別 ・性別糖尿病訂正死亡率

と1959年 の学童.生 徒 の平均体重 との相 関は,17歳

の女 の場合 を除 き全て有意 であった.従 って,糖 尿

病死亡の地域集積性に体重 の関与が考 えられ るが,

 1968年17歳 女の場合 を除 き,全 て1959年 との相関の

方 が強 い傾向で あ り, 10年 以上前の学童 ・生徒 の体

重 との関係 もあ る程度密接 であ ると考 え られ る.そ

こで糖尿病死亡 と学童.生 徒の体重 の関係 であ るが,

今回の場合期 間が短 く,年 齢 も若 いので,体 重 の重

い学童,生 徒 が1969-71年 にな って糖尿病 で多 く死

亡 し,死 亡率 に影響 を与 えてい るとは考 え難 い.学

童 ・生徒の都道府県別 ・性別 ・年 齢別 平均体重 の年

次間,年 齢間及び男女間の相関はいずれ も有意 であ

り,平 均体重の重 い地域は年次 ・年齢 ・性に関係な

く重 い傾向であ り,固 定的 であ った.一 方,幼 児時

代 の発育状態が思春期,成 人 まで影響 するとい う説20)

もあ り,体 重の重い成人 が多 く糖尿病で死亡 してい

ることも考 え られ る.し かし,糖 尿病死亡率 と体重

について間接的な関係 も考 え られ る.体 重は遺伝及

び環 境によ り影響受け るが,同 一人(内 野21)は同一

人の5歳 と15歳 の体重の相関,男r=0.578,女r=

0.585と している)又 は同一 出生年次群の体重の年次

間相関が,同 一年次の年齢間相 関 とほぼ同 じである

ことは,環 境の体重 に及ぼす影響 が大 きい もの と考

え られ る.実 際,肥 満 と栄養は密接22), 23), 24)な関係 が

あ り,学 童の体重 は栄養の外形 的指標25)とされてい

るの で,学 童 ・生徒 の体重は地域におけ る栄養状 況

を反映 し,糖 尿病死亡 の地域集積性に影 響及ぼ して

いると思われ る.

結 論

1969-71年 の都道府県別 ・性別糖尿病訂正死 亡率

を間接法 によ り求 め,学 童 ・生徒の平均体重 との関

係 を調べ た.

1) 1969-71年 の都道府県別.性 別糖尿病死亡率に

地域差がみ られ た.都 道 府県別 ・性別糖尿病訂正死

亡率の年次間における相関は有意で あ り,糖 尿病死

亡に地域集 積性 が認め られた.

2) 1969-71年 の都道府県別 ・性別糖尿病訂正死亡

率の男女の相関は有意で あり,地 域 におけ る男女 の

死亡傾向に類似性 を認 めた.

3) 1968年 及び1959年 の都道 府県別,性 別 ・年齢別

平均体重 について,年 次間,男 女間及 び年齢 間に有

意 の相関 を認めた.

4) 都道府県別 ・性別糖尿病訂 正死亡率 と平 均体重

との間 に有意の相関(1968年8歳 の男, 1959年17歳

の女 の場合 を除 く)を 認 め,糖 尿病死 亡の地域集積

性 に地域 の栄養状況が関係す ると思われた.
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To know the distribution of the mortality from  diabetes mellitus in Japan and the factors 

 concerned of it, the age-adjusted death rates  of diabetes mellitus in each prefecture were  cal

culated by indirect method in the triennial  periods of 1969---71, and correlations between 

the death rates and the average body weights  of pupils in each prefecture were studied.

Significant correlations between the  age-adjusted death rates in 1969-71 and those  in 

1963-67, 1968--62, and 1953---57 were  recognized, and significant correlations were  also 

recognized between the age-adjusted death  rates of males and those of females, so  prefecture

accumulations of the death rates were recognized.

Significant correlations of the average body  weights of pupils between 17 years on one 

hand  and 12, and 8 years on the other in 1968 and  1959 were recognized, and constancies 

of the  body weights by prefecture in terms of sex and  time were seen.

As the correlations between the age-adjusted  death rates of diabetes mellitus in 1969

71 and  the average body weights of pupils in 1968 and 1959 were significant, the  prefecture

accumulations of the death rates of  diabetes mellitus seemed to have ralations with the body 

weights of pupils, and the nutrition  of the community.


